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1. 企業理念（使命）とビジョン

3. 経営環境と戦略方向性

4. ブリヂストン事業戦略

- 外部/社会環境の変化と戦略方向性
- モビリティの変化と戦略方向性
- タイヤ業界の変化と戦略方向性

中長期事業戦略構想

2. ブリヂストンの変遷

- ブリヂストン事業戦略 - Bridgestone 3.0 -
- 独自のビジネスモデル構築
- コアコンピタンス構築
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使命
Mission

最高の品質で社会に貢献
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年
サステナブルなソリューションカンパニーとして

社会価値・顧客価値を
持続的に提供している会社へ
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ブリヂストンの変遷

サステナブルな「ソリューションカンパニー」へ

創業

グローバル化
（第二の創業）

ソリューション化
（第三の創業）

Bridgestone T&DPaaS推進
タイヤ・ゴム事業

×
ソリューション事業

1988年 Firestone買収

2007年 Bandag買収
2019年 Webfleet Solutions買収

タイヤ・ゴム事業 日本で創業、アジアへ展開

グローバルへ進出
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ブリヂストンの変遷

1968
社是
「最高の品質で社会に貢献」

2011
企業理念リファイン

「Our Way to Serve」
2017

安全宣言
(2012)

環境宣言
(2011)

品質宣言
(2015)

（第二の創業）

（第三の創業）
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ブリヂストンの変遷

2001   MotoGP参戦

2014 オリンピック ワールドワイドパートナー
2018 パラリンピック ワールドワイドパートナー

2013   ワールドソーラーチャレンジ参戦

1984 CI導入

1931 創業

2011 CI刷新

新たなブランドメッセージ
これまでのジャーニーを活かし、ソリューションへ
“Solutions for your journey”

1900  創業

1988  買収

1997 F1参戦

2016 タグライン変更

グローバル２大ブランド

1992 タグライン変更

ブリヂストングローバルブランドの活動

2003 タグライン導入（第二の創業）

（第三の創業）
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Bridgestone1.0／2.0で培ったコアコンピタンス

グローバルフットプリント
グローバルプレゼンス（生産／販売）

顧客密着
強い生産財事業、現物現場（＝リアル）、技術サービス

ブランド力
BS＋FSのグローバル2大ブランド、グローバルブランド活動
（F1他モータースポーツ、オリンピック・パラリンピック 他）

素材
ゴムを極める
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最高の品質で
社会に貢献

ビジョン

モビリティ

タイヤ業界

当社ビジネスへの
重要インパクト変化

重要
インパクト

戦略
方向性外部/社会環境

チャンスへ変化を
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外部/社会環境の変化と戦略方向性

フレキシブルなマネジメントスタイルへ

- サステナブルベースビジネス構築
モビリティ貢献モデル／サーキュラーエコノミー貢献モデル／CO2削減貢献モデル

戦略方向性

サステナビリティを経営の中核に

“フレキシブルに、アジャイルに”

“対応力があり 強いところが生き残る”

価値創造の進化 ⇒ Bridgestone DX強化

- DX基盤, グローバルアーキテクチャー

2010年- 素材
2016年- モノづくり (EXAMATION)
2016年- 顧客接点 (Tirematics)
2019年- WEBFLEET
2020年- エンジニアリングチェーン

“DX抜きに価値創造なし”

断トツの商品／サービス／ビジネスモデル確立
キャッシュオリエンテッドマネジメント

“激動”

地政学的リスク
（米中新冷戦）

気候変動
（地球温暖化）

テクノロジー
DX

当社ビジネスへの重要インパクト

何が起きるか分からない

サステナビリティ／SDGs
法規制変更

AI
IoT
ビッグデータ
5G, ・・・

グローバリゼーションの変化

- 自然災害
- 感染症流行

・・・・・

※DX: デジタルトランスフォーメーション
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モビリティ（主に乗用車）の変化と戦略方向性

CASE

MaaS 最終顧客への直接価値提供
⇒Bridgestone T&DPaaSでモビリティ社会を”支える”

所有から利用によるサステナブルビジネスモデルへの移行
⇒COVID-19によるパーソナルモビリティ回帰の見極め

- 「BtoC」から「BtoB」へ
- リース／サブスクリプションモデル

高コスト車両化への対策

リペアからメンテナンスへの変革

- 高コストを高稼働率でカバーするビジネスモデル
- REP高付加価値ビジネス提案

- サービス拠点からソリューション拠点へ

- OEメーカー： 価値創造パートナー
OEタイヤビジネスの変革

- 独自アルゴリズム構築
- タイヤと“つながる”ことによる価値創造

- システムとシステムを“つなぐ”／つながるオープンシステム

リアル×デジタルでBridgestone DXの推進

タイヤ × 車両／部品／道路／タイヤ

Bridgestone T&DPaaS × MaaS／モビリティシステム

モビリティ業界の
プレーヤー多様化、収益構造変化

Autonomous & Electric

• 無人化、高コスト車両化

• 高コスト車両がビジネスのベースへ
Shared

• 中長期的には所有から利用へ
（サステナビリティ・経済合理性の観点）

• スマートシティ
• V2X（車×車、車×すべて）

Connected

戦略方向性当社ビジネスへの重要インパクト
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新たな自動車業界市場利益想定

BSタイヤ
OEビジネス領域

BSタイヤ
REPサービス領域

BSタイヤ
OEビジネス新領域

BSソリューションビジネス新領域

BSタイヤ
REPビジネス新領域Source: BCG analysis

BSタイヤ
REPビジネス領域

SDV/
EV parts

Connected car/
data-related 

services
Sharing
services

Conventional
parts

New 
vehicle sales

(EV)

New vehicle sales
(engine-driven/

hybrid cars)
Finance After services

現在のモビリティ事業領域 将来の新モビリティ事業領域

既存事業領域に加え、新たなモビリティ事業領域へ収益源が拡大 収益構造が変化

*OE：新車用タイヤ／REP: 補修用タイヤ

2017-2035 profit pool  [100 mil. USD]
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タイヤ業界の変化と戦略方向性

タイヤ業界

危機感を持って冷静に対応

• 業界変化を見据え、大胆・抜本対策要

• まずはタイヤ・ゴム事業で強く、
そして 競争の土俵を根底から変える
- タイヤ業界内にとどまりながら断トツ収益獲得
- 同時にソリューション展開により収益構造変革、

成長戦略推進

• タイヤ業界が資産集約性という観点からEtoEで
バリューチェーン見直し
⇒“何を自社で保有し、何を所有しないか”が重要

• 一方、類似製造業比では高収益率維持

タイヤ業界はまだまだ儲かる

変化へ対応し、強くなければ生き残れない

Tier 1 Tier 2 Tier 3

12.4% 11.5% 8.4%

11.7% 7.9% 5.2%

新興国メーカー進出による価格競争激化

2014

2018

OP

• タイヤ業界の収益構造は悪化傾向

• 業界内プレーヤー格差拡大（Tier3プレーヤーより収益率悪化）

戦略方向性当社ビジネスへの重要インパクト

＊当社調べ
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チャンスへ変化を

最高の品質で
社会に貢献

ビジョン

モビリティ

タイヤ業界

当社ビジネスへの
重要インパクト変化

重要
インパクト

戦略
方向性外部/社会環境
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ブリヂストン事業戦略 - Bridgestone 3.0 -

サステナビリティを経営の中核に ⇒  社会価値と顧客価値の両立、競争優位の獲得

戦略ベースに
大胆な事業再構築

全体最適担保マネジメント

大胆な施策推進 大胆なリソース配分
M&A・事業再編
生産拠点最適化
抜本的生産性向上(EtoE)

- グループグローバル全体最適
- バリューチェーン全体最適

独自のビジネスモデル構築
A: タイヤ・ゴム
B: タイヤセントリックソリューション
C: モビリティソリューション

事業戦略と連動したリソース再配分
創出したリソースの新戦略分野への投入

独自のビジネスモデル構築： タイヤ・ゴム事業の強みを活かし、ソリューション事業へ進化

戦略構築
- 「やること」「やらないこと」を明確に、大胆に
- グローバルｘローカル戦略を構築／明確化
- EtoEでの戦略構築推進

独自のプラットフォームでソリューション事業推進： Bridgestone T&DPaaS
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タイヤは
生命を乗せている
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走る

曲がる

止まる

伝える

つながる
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あらゆるモビリティ・クルマを支える



1919/51

断トツの
サービス

断トツの
商品

断トツのソリューション

断トツのグローバルネットワーク
デジタルコネクティビティ

あらゆるモビリティ・クルマを支える
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ブリヂストン独自のプラットフォームでソリューション事業推進： Bridgestone T&DPaaS

Bridgestone T&DPaaSであらゆるモビリティシステムにつながる
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独自のビジネスモデル構築

“モノ” を創って売る
高付加価値品（断トツの商品）を生産・販売する事業

ブリヂストン事業戦略の全てのベース

“システム価値” を創造して売る
タイヤ・ゴム / タイヤデータ / モビリティデータを活用し、
新しい価値を提供する事業

“価値” を創って売る
タイヤ・ゴム / タイヤデータを活用し、
高付加価値を提供する事業

タイヤ・ゴム事業の強みを活かし、ソリューション事業へ進化

価値の増幅
（スパイラルアップ）

タイヤセントリック
ソリューション

タイヤ・ゴム

モビリティ
ソリューション

A

B

C

成長事業

コア事業
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タイヤセントリック
ソリューション

タイヤ・ゴム

モビリティ
ソリューション

TB
トラック・バス用タイヤ

OR
鉱山用タイヤ

TBソリューション
TB+リトレッド
摩耗予測
メンテナンス

• サブスクリプションモデル
• 低燃費
耐摩耗/耐荷重/
リトレッド耐久

• フリートアライアンス

PS/LTソリューション
TPMS
摩耗予測
メンテナンス

• サブスクリプションモデル
• RFT, 低燃費,
耐摩耗/耐荷重

• ライドシェア会社アライアンス

ORソリューション
OR+リペア
摩耗/耐久予測
メンテナンス

• サブスクリプションモデル
• カスタマイズ商品
- 耐摩耗/耐久/スピード

• 鉱山会社アライアンス

ACソリューション
AC+リトレッド
摩耗予測、在庫管理
メンテナンス

• サブスクリプションモデル
• リトレッドベース高耐久商品
- 複数回リトレッド

• 航空会社アライアンス

運送ソリューション
• WEBFLEET
• OEMアライアンス
• フリートアライアンス

MaaSソリューション
• スマートシティ
• OEMアライアンス
• MaaS運営者アライアンス

鉱山ソリューション
• OEMアライアンス
• 鉱山運営アライアンス

航空機ソリューション
• OEMアライアンス
• 航空会社アライアンス

プレミアム／トレーラー プレミアム 超大型
大型／中小型

PS/LT
乗用車／小型トラック用タイヤ

AC
航空機用タイヤ

独自のビジネスモデル構築 - グローバル戦略対象事業

A

B

C

4事業合計*
TB

PS/LT
OR+AC

7,000
12,800
3,200

売上高[億円]

23,000

2019年

売上高

35,256
[億円]

４事業にフォーカス

65%

2019年

＊除く小売売上・クレジットカード事業売上等
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グローカル経営

強

*グローカル＝グローバル × ローカル

グローバル戦略 グループグローバル全体最適

エリア

弱
エリア

グローバル戦略性

グローバル整合性

グローカル
経営

SBU／ローカル戦略

バリューチェーン全体最適

モビリティ成熟度

BSポジション／収益構造

業界・市場・競争構造

商品戦略 製品開発 調達 生産計画 製造 物流 販売
リデュース
リユース

リサイクル
顧客使用
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独自のビジネスモデル構築
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■ 高付加価値商品（プレミアム商品）に特化：プレミアム戦略
• TB： メジャーブランド（BS / FS）
• PS/LT： HRD（18インチ以上高インチタイヤ）、RFT、冬タイヤ など
• OR, AC

■ 高付加価値商品を創って売る体制強化
• バリューチェーン全体、EtoE
• 生産拠点最適化
• プレミアムチャネル戦略強化、ソリューションネットワーク

“モノ” を創って売る
高付加価値品（断トツの商品）を生産・販売する事業
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タイヤ・ゴム事業
プレミアム戦略 - TB（トラック・バス用タイヤ）事業

＊当社推定

欧州
TOPグループ

中近東
No.1

タイ ・インドネシア
断トツNo.1

日本
断トツNo.1

豪州
断トツNo.1

北米
No.1

南米
No.1

全需要とメジャーブランドの販売
(2020年Q1実績, 前年比)

北米

欧州

グローバル主要市場ポジション：TBR REP当社シェア

USTMA需要 BS/FS販売

95 111

Europool需要 BS/FS販売

89 95

<<

<<

メジャーブランド（Bridgestone / Firestone）に特化
断トツの商品・断トツのサービスネットワーク・顧客密着型サービスの強みを活かし、グローバル主要市場で強固なポジション
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*OE：新車用タイヤ／REP: 補修用タイヤ

PSR HRD販売構成比率 (グローバル)

タイヤ・ゴム事業
プレミアム戦略 - PS/LT（乗用車／商用車用タイヤ）事業

2016 2017 20192018 2020 (Q1) 

17%

26%
+9%

OE+REP PSR HRD販売構成比 (北米＋欧州)

2018 2020 (Q1)

49%

22%
28%

OE
REP

53%

REPへの
回帰需要
取り込み

REP
40%

OE
60%

HRD（18インチ以上高インチタイヤ）の販売強化
プレミアムチャネルによるREP販売強化、プレミアムOEアプローチでHRD販売構成比率アップ（REP回帰需要取り込み）

＊本数ベース ＊本数ベース
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モビリティ社会の進化を支え、サステナブルに社会・お客様にソリューションを提供するネットワークの強化

断トツのサービスネットワーク

「リアル」 × 「デジタル」 のサービス

将来のモビリティに対応する断トツのソリューションネットワークへ進化

タイヤ・ゴム事業
高付加価値品を創って売る体制強化 - ソリューションネットワーク

スマートシティーのモビリティを支える
サービスの提供

 パーソナルモビリティ-・デリバリーをサポート
 モバイルメンテナンス・モバイルバン
 EV対応（EVメンテナンス、チャージングステーション）

リアル X デジタルで、お客様に寄り添うサービスの展開

現場サービス
ショップメンテナンス
タイヤコンサルタント

オンラインサービス
Eコマース

オンラインコンサルなど

 幅広いブリヂストンの
ソリューションを提供するソリューション拠点へ

ブリヂストンのソリューション拠点

タイヤモニタリングシステム

サブスクリプションモデル

タイヤデータベースプラットフォーム

ディーラーマッチングシステム

車両管理システムリトレッドタイヤ管理システム
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“価値” を創って売る
タイヤ・ゴム / タイヤデータを活用し、高付加価値を提供する事業
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北米リトレッド事業
売上高・営業利益率

• 原材料使用料が新品対比1/3以下
• CO2削減、資源生産性向上に貢献

• 安心安全な輸送を支える
• 環境経営
• タイヤに関するトータルコスト削減
• 業務効率化

約20％グローバル営業利益率
(過年度実績)

社会価値 顧客価値

120
130

27% 29%

2019 Q1 2020 Q1

[mil. USD]

O.P.

■ 北米：レジリアントなビジネスモデル確立 ■ 日本：TPP（トータル・パッケージ・プラン）
新品タイヤ・メンテナンス・リトレッドを一括受託する月額サブスクリプションパッケージ
使用条件に応じた商品提案、リトレッド、タイヤライフを通して使用状況に応じたメンテナンスを提供

2015 2017 2018 2019 2020 Q12016

41,600契約台数推移（累計）

13,200新品タイヤ ---
メンテナンス ---

リトレッド---
メンテナンス---

タイヤセントリックソリューション
TBリトレッド

Reuse
Recycle

ビジネスと技術のコア、社会価値・顧客価値の両立を可能とするサービス

リトレッドタイヤ管理システム
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2018

サブスクリプション契約数（欧州実績）

• ペーパーレス、シンプルなプロセス
• 必要なサービスを選んでカスタマイズできる月額料金プラン

タイヤセントリックソリューション
サブスクリプションモデル

安心安全にタイヤと車両メンテナンスをご利用いただけるサブスクリプションモデル

Tire Tire Fitting Appointment Tire Switch

Tire Hotel Wheel Alignment Safety Diagnostic Oil Change

Filters Air Conditioning Breaks Shock-Absorber

グローバルに展開加速
中近東・米州・アジア・日本

2019 2020 Q1

4,000

24,000
29,000

欧州約1,000店の
サービスネットワーク拠点で展開中

サブスクリプションモデル
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“システム価値” を創造して売る
タイヤ・ゴム / タイヤデータ / モビリティデータを活用し、
新しい価値を提供する事業
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タイヤ x タイヤデータ x モビリティデータの組み合わせと独自のアルゴリズムによる、ブリヂストン独自のソリューション
レジリアントなビジネスモデル： 営業利益率 約25% *を維持 *2019年Q2～2020年Q1 買収関連費用を除く

車両に直接つながり、
運行状況に関する様々なデータの管理・提供
⇒ドライバーや運送事業者の

安全性・環境性・経済性・生産性を向上

タイヤのライフサイクル全体における
情報の管理・分析
⇒パンク/故障などの運行トラブルの

未然防止でお客様の安全運行をサポート

お客様固有の事業環境、
車両の運行条件やニーズを踏まえた、
最適な商品・サービスの提供が可能に

モビリティソリューション
フリートソリューション
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モビリティソリューション
フリートソリューション

■ 欧州からグローバル展開加速へ - まだまだ拡大ポテンシャルあり

R&D・エンジニアリング

ブリヂストンモビリティソリューションビジネスユニット

WEBFLEET
EU

WEBFLEET
International

タイヤセントリック
ソリューション

データソリューション・
イノべーション

■ タイヤデータ x 車両データの
活用・シナジーを最大化する組織の構築

• モビリティソリューションビジネスユニット設立（欧州・オランダ）
• Webfleet Solutions デジタル人財700人とのシナジー

タイヤセントリックソリューションとのシナジー最大化、成長領域である車両運行管理システムのグローバル展開加速

車両運行管理システム普及率

15％

27％ 14％

6%

30％

9％

モビリティソリューション別組織

展開検討中

グローバル 14%

＊当社調べ
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将来のモビリティに対応する
ソリューション・サービスネットワーク強化

• 車両・車両運行を含む
顧客接点でのデータをフィードバック

• モビリティシステムへソリューションを提供する
バリューチェーン全体の最適化

断トツ商品開発への素早いフィードバック
サプライチェーンの改善

創って売る
革新的な断トツの商品

お客様のニーズを反映したタイヤセントリックソリューション

• 独自のアルゴリズムに基づく
モビリティシステムへの価値提供

（車両運行管理、他）

タイヤモニタリングシステム

サブスクリプションモデル

タイヤデータベースプラットフォーム

ディーラーマッチングシステムリトレッドタイヤ管理システム

ABC事業スパイラルアップのプラットフォーム構築へ

摩耗予測モデル

モビリティソリューション
フリートソリューション
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タイヤモニタリングシステム

サブスクリプションモデル

タイヤデータベースプラットフォーム
ディーラーマッチングシステム

リトレッドタイヤ管理システム

車両管理システム

Center of Excellence（CoE）

地域・事業別ビジネス特性に応じて
カスタマイズしたソリューション

サステナブルな独自のソリューションビジネスモデルを構築し、社会・お客様にあらゆるソリューションを提供

鉱山ソリューション
iTrackソリューション事業

航空機ソリューション
JALとの共創

ブリヂストンのソリューション事業 - グローバルプラットフォーム

摩耗予測モデル 新素材

グローバル共通ソリューションプラットフォーム

摩耗予測モデル

独自のアルゴリズム

Microsoftとの共創

技術センター（イタリア・ローマ）
小平技術センター

技術センター（米・オハイオ州アクロン）

デジタルシミュレーション
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安全性

経済性・生産性

環境性

航空機の安全な運航を支える

タイヤ管理工数・ホイール含む在庫適正化・
機体メンテナンス工数効率化

タイヤ資産を長く活用
タイヤ生産過程によるCO2の削減

開始時期：2020年5月 拠点：大阪国際空港（伊丹） 対象機材：J-AIR・エンブライエルE170 -190型機

フライトデータ

計画的なタイヤ交換

データ解析

摩耗・交換日予測

航空機データ × タイヤ摩耗予測技術でより安心・安全な運航を支える
JALとブリヂストン：タイヤ摩耗予測技術を活用し航空機整備作業を効率化、新たな価値の共創へ

モビリティソリューション
航空機ソリューション
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ブリヂストンタイヤジャパン（株）“BTJ” から
2020年10月 ブリヂストン・タイヤソリューション・ジャパン（株）“BTSJ” へ

■ 2つのビジネスユニットへ再編： コア事業である「卸販売事業」 と成長事業である「ソリューション事業」
• コア事業「卸販売事業」 ⇒より強く

断トツのブランド力・商品・サービスネットワークを活かし
断トツの 「創って売る」 タイヤ事業へより磨きをかけ、収益性向上 (EtoEで効率性向上)

• 成長事業 「ソリューション事業」 ⇒Bridgestone T&DPaaS展開、新たに構築
最終顧客に直接繋がり 新たな価値共創パートナーと共にサステナブルなソリューション事業を創造
ブリヂストン独自のビジネスモデル構築

■ 先ずはタイヤソリューションから、そしてモビリティソリューションへ “2021年スタート”
生産財系：サブスクリプションモデルベースのフリートソリューションを運送会社などへ提供
消費財系：サブスクリプションモデルを含めたプレミアムEコマース事業を立ち上げ CASE対応、MaaSソリューション構築へ

日本REPタイヤ事業 卸販売事業の強みを活かし、タイヤソリューションカンパニーへ

ブリヂストンのソリューション事業 - 日本REPタイヤ事業
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サステナブルなソリューションカンパニーへの進化に向けた
新たなブランドメッセージ

Care (安心) , Confidence (信頼), そして Creativity (創造力)で、
社会の進歩に貢献する
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コアコンピタンス構築
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コアコンピタンス構築 Bridgestone 3.0

サステナビリティ

DX／テクノロジー

イノベーションでソリューションを

HRX
※HRX: ヒューマンリソーストランスフォーメーション
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サステナビリティレポート 2019-2020
幅広いステークホルダーへの当社の決意表明と共創への招待状

コアコンピタンス構築 Bridgestone 3.0
サステナビリティ

• 企業理念とビジョン
• Global CEOメッセージ
• 中長期事業戦略
• コーポレートガバナンス
• Our Way to Serve
• 一人ひとりの生活
• 環境
• 基盤領域

- コンプライアンス・公正な競争
- BCP（事業継続計画）・リスクマネジメント
- 人権・労働慣行
- 労働安全・衛生
- 調達
- 品質・お客様価値

• ステークホルダーの皆様とのコミュニケーション
• ブリヂストンアワード2020
• ESGデータ

2020年7月21日発行
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コアコンピタンス構築 Bridgestone 3.0
DX／テクノロジー - Bridgestone DX
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ミクロレベルでゴムの難しさを解く

マテリアルインフォマティクス
AI活用

ゴムの難しさを再現できる
タイヤモデル

ゴム・タイヤの難しさを考慮した
システムモデル

ゴムの難しさを各工程でモデル化

材料シミュレーション 製造シミュレーション

ゴムの難しさを”見る・解く・操る” × 独自シミュレーション技術との融合で新たな価値を創造

製品
開発

モノ
づくり

タイヤ性能シミュレーション

素材

デジタル

リアル

設計技術 評価技術

材料実験データ・計測データ ゴムと製造データ ・匠の技

市場と繋ぐデジタルツイン

お客様使用のタイヤデータ・モビリティデータ

製品開発へフィードバックし、
価値をスパイラルアップ

社会
顧客接点

設計ノウハウ・試験データ・計測データ

顧客使用によるタイヤ状態変化をモデル化

コアコンピタンス構築 Bridgestone 3.0
DX／テクノロジー - 独自のシミュレーション技術

エンジニアリングチェーン

AIモデル シミュレーション
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K50の概要リリースされ次第更新B-Innovation
（イノベーションセンター）

B-Mobility
（ミニテストコース）

Bridgestone AHL Arena
（共生型スポーツ施設）

Bridgestone Innovation Park

Bridgestone 
Innovation Gallery

（企業博物館）

コアコンピタンス構築 Bridgestone 3.0
イノベーションでソリューションを

小平地区の再構築：イノベーションを通じて新たな価値の創造を実現するグローバル拠点

2020年9月15日
Bridgestone
Innovation Gallery
リニューアルオープン

*旧ブリヂストンTODAY

共感よりスタート ～ 共創への入口
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コアコンピタス構築 Bridgestone 3.0
HRX

■ 人事システムの抜本的変革 ⇒ 人的資源の最大化

・ ジョブ型人事制度、ジョブマッチング制度
・ グローバル経営人財育成
・ 働き方変革 ex) テレワークによる価値創造の次世代TQM活動へのおり込み

■ Webfleet Solutionsを中心としたソリューション組織/体制構築、ソリューション人財採用/育成強化

※1 DS  : Data Scientist
※2 日本約420人、欧米約120人

• 新たな仲間たちとのコラボレーション

• ソリューションビジネスをリードするデータサイエンティストの育成
BS本体デジタル人財：約540人※2

中長期事業戦略構想の実現に向け、ブリヂストンのHRX推進

Assistant DS

Associate DS
：Solution Field Engineer

Full DS※1

：AI / Algorithm Expert 

Webfleet Solutions / iTrackソリューション事業デジタル人財： 約750人
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新たな視点でのポートフォリオ経営推進スタート

 アジャイルなPDCA推進で結果につなげる

 コア事業（タイヤ・ゴム事業）、成長事業（ソリューション事業）
それぞれの事業特性に合わせたリソース投入基準およびリターンの評価基準設定

財別／カテゴリ－別のタイトなリソース投入管理
確かなキャッシュ創出力

コア事業

成長事業 創造価値の可能性と実現ポテンシャル

 達成・アクションKPIとマイルストンを明確に

新たな事業ポートフォリオ再構築（コア事業／成長事業／事業再編）
⇒事業の役割・ポジションをベースにリソース投入
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■ Bridgestone 3.0（第三の創業）
サステナブルなソリューションカンパニーへ

本日 - 第1部 - ７月8日(水) 「中長期事業戦略構想」 全体像

- 第2部 - 8月7日(金) 上期決算発表

■ 上期決算発表・年間業績見込み
（中長期事業戦略構想と連動した新たな開示情報）

- 第3部 - 9月15日(火)  Bridgestone Innovation Gallery

戦略進捗の定量結果；地域別に加え財別業績
ポートフォリオ経営：戦略リソース配分・再配分方向性

2021年2月 「中期事業計画」 発表

■ 「中長期事業戦略構想」を軸とした中期事業計画 ボラタイルな経営環境下、中長期を見据えたグローバル戦略整合性担保と着実な実行につなげる計画
（従来の3カ年業績計画から、大枠目標と中長期戦略KPIベース実行化計画へ）

サステナビリティレポート –サステナビリティを経営の中核にー

成長事業：鉱山ソリューションの画期的新商品・新たな動き

東京・小平 旧ブリヂストンTODAYをリニューアルオープン

■ イノベーションでソリューションを 共感よりスタート

成長事業：ゲームチェンジャー、新たな価値の創造

新たなコンピタンス獲得へ：サステナビリティ・DX/テクノロジー・イノベーション・HRX

コア事業：プレミアム戦略

コアコンピタンス：DX/テクノロジー・イノベーション 全体像
新たなイノベーション：多角化事業・ラバーアクチュエーターの取り組み

今後のコミュニケーション ‐中長期事業戦略構想を軸とした戦略進捗の見える化 -
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